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パートナー通信

それって勘違い？ 保護猫／地域猫活動
～野良猫との接し方には要注意～

Vol.10

ぐんま犬猫パートナーシップ制度

■ 制度の詳細は、群馬県ホームページをご覧ください!

検索

高崎市動物愛護センター
（個別予約制）

前橋市保健所衛生検査課群馬県動物愛護センター

令和３年１２月号

譲渡前講習会カレンダー

問合せ先：
食品・生活衛生課
027-226-2442

犬猫パートナー通信は、パートナー登録事業所からお客様へ、
県内の犬猫譲渡のスケジュールや、適正飼養の知識、お知らせ等をお届けする情報紙です。

群 前猫前犬

●譲渡を受けるには、まず譲渡前講習会を受ける必要があります
●群馬県、前橋市、高崎市いずれも事前予約が必要です
●詳細は譲渡案内ちらしをご覧ください

愛護センターや保健所など
行政からの譲渡です!

最近は犬猫の保護活動がメディアなどで注目され、保護猫や地域猫活動に興味をもつ人たちも増えてきてい
るようです。しかし、困っている人と命を助けたい人との間で話し合いが進まず、トラブルや苦情になってし
まうケースもあります。今回は、よくある勘違いや、地域猫活動の基本的な考え方などをご紹介します。

よくある勘違いの例

×餌付け（エサやり）＝保護猫活動や地域猫活動
→ただの餌付けでは次々に新しい猫が生まれ、交通事故等に遭う不幸な命も減りません。

それって猫の保護なのでしょうか・・・？

×エサをあげている猫＝地域猫
→エサをあげているだけでは、地域猫にはなりません。

×命を助けているのだから、糞尿などの被害は我慢すべき
→周囲の人たちにも、快適な環境で生活する権利があります。

地域猫活動の正しい理解を深めよう

動物愛護センター等への
猫の苦情・相談は

年間5,000件以上もあるんだって!!

知ってた? ～お外の猫の過酷な事情～

令和２年度の猫の殺処分数は587匹。
一方で、道路や公園等の公共の場所で
死亡していた猫は4,452匹でした。
なんと殺処分数の7倍以上の猫が、毎年

交通事故等により命を落としています。

※ 統計数は中核市を除く群馬県内のもの

① 管理する猫をきちんと把握する
② 不妊去勢手術をする
③ トイレを設置し、管理をする
④ エサやりは決まった場所・時間で行い
置きエサしないでいつも清潔に

人によく慣れている猫なら保護して、飼ってくれる人を探し、飼い猫になってもらうのも良いでしょう。
過酷なお外暮らしから安全な完全室内暮らしへ。これならば保護猫活動といえます。

リーフレットなど、
関連ページへのリンクは
こちらのＱＲコードから!
（群馬県ホームページ）

地域猫活動は何をするの？

やることは主に次の４つです

◆群馬県飼い主のいない猫対策ガイドライン
◆地域猫活動のすすめ
◆動物愛護だより など

地域猫とは？

もっと詳しく知りたい！

リーフレット等があります

地域猫活動で管理する
猫のことです

※ 中核市を含む

1匹の野良猫の後ろには見えない多くの猫がいます。対応法が分からないときは、行政や動物愛護団体にまず相談しましょう。

不幸な猫の命を減らすことと、
地域の環境を守ること。

両方できて初めて地域猫活動です!!

※ 既に予約が満員の場合や、コロナ禍の影響で日程が変更になる場合が
ありますので、最新情報はホームページやお問い合わせでご確認ください


